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当日の朝、河津浜海岸では恒例となった浜区どんど
焼きで新成人がおんべに点火
当日の朝、河津浜海岸では恒例となった浜区どんど
焼きで新成人がおんべに点火
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苗木生産者のための接ぎ木の講習会

河
津
桜
切
枝
試
験
出
荷
始
ま
る

　

町
で
は
河
津
桜
の
切
枝
の
産
地

化
を
目
指
し
、
切
枝
の
生
産
研
究

や
試
験
出
荷
を
行
う
「
河
津
町
河

津
桜
切
枝
商
品
化
研
究
会
」
を
、

県
や
伊
豆
太
陽
農
協
、
町
観
光
協

会
な
ど
７
団
体
の
協
力
を
得
て
昨

年
３
月
に
発
足
し
ま
し
た
。
今
年

度
は
昨
年
12
月
か
ら
１
月
に
か
け
、

約
３
０
０
本
の
河
津
桜
切
枝
を
東

京
都
中
央
卸
売
市
場
に
試
験
出
荷

し
、
終
了
し
ま
し
た
。

　

切
枝
用
の
苗
木
生
産
者
に
は
、

県
伊
豆
農
業
研
究
セ
ン
タ
ー
に
よ

る
接
ぎ
木
の
講
習
会
を
行
い
、
苗

木
作
り
を
本
格
的
に
ス
タ
ー
ト
し

ま
し
た
。

河
津
桜
の
切
枝
生
産
に

興
味
の
あ
る
人
へ
の
お
願
い

【
す
で
に
枝
を
切
れ
る
河
津
桜
を

所
有
の
人
は
】
切
枝
の
規
格
や
出

荷
・
販
売
方
法
を
決
め
る
た
め
登

録
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
町
内
の
苗
木
生
産
者
は
】
河
津

桜
の
切
枝
生
産
の
た
め
に
苗
木
を

植
栽
す
る
人
に
あ
っ
せ
ん
す
る
た

め
、
登
録
を
お
願
い
し
ま
す
。

新
た
に
河
津
桜
を
植
栽
す
る
人
は

補
助
金
制
度
が
活
用
で
き
ま
す

【
苗
木
補
助
】
１
本
あ
た
り
２
分

の
１
以
内
、
上
限
１
０
０
０
円

【
資
材
補
助
】
苗
１
本
あ
た
り
２

分
の
１
以
内
、
上
限
１
０
０
０
円

河津桜切枝を
ビニールハウスで加温処理

形を整え試験出荷する切枝 出荷に向け枝を切る

【問い合わせ】　役場企画調整課内

　　　　　　　　河津町河津桜切枝商品化研究会　☎34－1924

《　　　　　　》
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世
代
で
あ
っ
た
よ
う
に
感
じ
ま
す
。

　

現
在
の
社
会
に
お
い
て
は
、
目
覚
ま

し
い
科
学
技
術
の
発
達
に
よ
り
世
の
中

の
あ
ら
ゆ
る
シ
ス
テ
ム
が
変
化
し
て
い

ま
す
。
そ
の
よ
う
な
中
で
も
私
た
ち
の

故
郷
に
対
す
る
誇
り
や
思
い
は
生
ま
れ

て
か
ら
20
年
、
町
を
出
て
か
ら
２
年
、

ま
た
、
今
後
何
年
経
過
し
て
も
、
変
わ

る
こ
と
な
く
あ
り
続
け
る
で
し
ょ
う
。

　

私
た
ち
が
故
郷
に
対
す
る
誇
り
や
思

い
を
忘
れ
る
こ
と
な
く
日
々
生
活
で
き

て
い
る
の
も
、
こ
の
よ
う
に
多
く
の
同

級
生
が
節
目
の
日
に
集
ま
る
こ
と
が
で

き
た
の
も
御
来
賓
の
方
々
を
は
じ
め
、

河
津
町
の
皆
さ
ま
が
こ
の
素
晴
ら
し
い

町
を
作
っ
て
く
だ
さ
っ
て
い
る
か
ら
だ

と
思
っ
て
い
ま
す
。
感
謝
の
気
持
ち
を

忘
れ
ず
、
皆
さ
ま
が
築
い
て
く
だ
さ
っ

た
こ
の
河
津
町
を
さ
ら
に
発
展
さ
せ
て

い
く
こ
と
が
私
た
ち
新
成
人
の
責
務
で

あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に

私
た
ち
は
、
進
む
道
に
違
い
は
あ
っ
て

も
、
こ
こ
に
い
る
仲
間
た
ち
と
励
ま
し

合
い
、
河
津
町
に
貢
献
で
き
る
よ
う
に

日
々
精
進
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

結
び
に
な
り
ま
す
が
、
今
ま
で
育
て

て
い
た
だ
い
た
両
親
を
は
じ
め
、
家
族
、

先
生
方
、
地
域
の
方
々
の
御
指
導
と
御

鞭
撻
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上

げ
簡
単
で
は
あ
り
ま
す
が
、
新
成
人
代

表
の
謝
辞
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

（
抜
粋
）

１）謝辞を読み上げる鈴木丈太さん　２）懐かしい友

達と記念撮影　３）中学の思い出の曲「大地讃頌」

を新成人全員で合唱　４）記念品を受け取る谷茉莉

子さん　５）真剣な顔でアンケートに答える新成人

６）晴れの日にりりしいスーツ姿で臨む

　賀茂地区の成人式会場では、賀茂地

域広域連携会議若者定住専門部会によ

る成人式アンケートが行われました。

河津町参加者の回答は次のとおり。

♦回答　56人/新成人74人中

（平成10年４月２日生～平成11年４月１日生）

Ｑ１）今住んでいるところは？

　　町内　14人

　　県内　14人（河津町以外）

　　県外　28人

Ｑ２）将来、河津で生活したい、生活

し続けたいと考えていますか？

　　はい　16人

　　いいえ　12人

　　わからない　28人

Ｑ３）Ｑ２で「いいえ」「わからない」

と答えた理由は？（複数回答可・抜粋）

　　就職先　25人

　　住宅環境　７人

　　娯楽が少ない　５人

　　日常生活が不便　４人

Ｑ４）いつごろ結婚したいですか？

　　20代　40人　  30代　７人

　　40代　１人　  わからない　８人

Ｑ５）河津町に魅力を感じていますか？

　　感じている　41人

　　感じていない　２人

　　わからない　12人

１２ １

３３

６６

５５

４４

２
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成
31
年
河
津
町
成
人
式
が

　
　
　

１
月
13
日
、
河
津
中
学
校

体
育
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
新
成

人
74
人
（
男
37
人
・
女
37
人
）
の

う
ち
60
人
が
出
席
し
、
成
人
と
し

て
責
任
と
自
覚
を
胸
に
飛
躍
す
る

こ
と
を
誓
い
ま
し
た
。

　

懐
か
し
い
友
達
と
の
再
会
を
喜

び
思
い
出
話
に
花
を
咲
か
せ
た
り
、

互
い
の
晴
れ
着
姿
を
撮
影
し
合
っ

た
り
し
て
会
場
は
笑
顔
に
包
ま
れ

て
い
ま
し
た
。
平
成
最
後
の
成
人

式
が
始
ま
る
と
、
新
成
人
た
ち
は

凛
と
し
た
姿
で
式
に
臨
ん
で
い
ま

し
た
。
式
典
で
岸
重
宏
町
長
は
、

「
大
切
な
人
生
の
式
典
が
ふ
る
さ

と
河
津
で
行
わ
れ
る
こ
と
は
極
め

て
意
義
が
あ
り
ま
す
。
ふ
る
さ
と

河
津
に
誇
り
と
愛
着
を
持
ち
、
皆

さ
ん
の
手
で
新
し
い
時
代
を
築
い

て
く
だ
さ
い
」
と
、
新
成
人
に
エ
ー

ル
を
送
り
ま
し
た
。

　

新
成
人
を
代
表
し
て
、
谷
茉
莉

子
さ
ん
＝
浜
＝
が
岸
重
宏
町
長
か

ら
記
念
品
を
受
け
取
り
、
鈴
木
丈

太
さ
ん
＝
浜
＝
が
謝
辞
を
読
み
上

げ
ま
し
た
。

　

式
典
後
は
、
中
学
校
時
代
の
思

い
出
の
曲
「
大
地
讃
頌
」
を
岩
崎

微
及
さ
ん
＝
谷
津
＝
の
指
揮
、
正

木
里
実
さ
ん
＝
上
峰
＝
の
伴
奏
で
、

出
席
し
た
新
成
人
全
員
で
合
唱
し

ま
し
た
。

　
　
　

日
は
私
た
ち
新
成
人
の
た
め
に
、

　
　
　

こ
の
よ
う
な
盛
大
な
成
人
式
を

挙
行
し
て
い
た
だ
き
、
ま
た
、
多
く
の

御
来
賓
の
皆
さ
ま
方
か
ら
の
御
祝
辞
を

い
た
だ
き
、
新
成
人
一
同
心
か
ら
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。

　
　

私
た
ち
の
中
に
は
、
す
で
に
実
社

会
に
出
て
日
々
責
任
を
持
ち
仕
事
に
従
事

す
る
者
や
、
自
ら
未
来
を
切
り
開
く
べ

く
日
々
学
業
に
励
む
者
も
い
ま
す
。
置

か
れ
た
環
境
や
状
況
に
違
い
は
あ
れ
ど
、

今
日
と
い
う
節
目
の
日
を
境
に
、
一
社

会
人
と
し
て
の
自
覚
、
責
任
を
持
ち
、

励
ん
で
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

来
年
度
に
は
元
号
が
変
わ
る
た
め
、

私
た
ち
の
成
人
式
は
平
成
最
後
の
成
人

式
と
な
り
ま
し
た
。
思
え
ば
、
小
学
校

卒
業
の
頃
に
は
「
東
日
本
大
震
災
」
が

起
き
、
海
に
近
い
河
津
町
民
で
あ
る
私

た
ち
の
地
震
に
対
す
る
認
識
は
大
き
く

変
化
し
ま
し
た
。
そ
の
後
も
、
高
校
卒

業
の
年
に
は
選
挙
権
の
変
更
に
よ
り
社

会
参
加
に
対
す
る
意
識
の
変
化
な
ど
さ

ま
ざ
ま
な
変
化
に
対
応
が
強
い
ら
れ
る

平

本

み た

ち
か

じ
ょ
う

り

み

出席した新成人全員で集合写真
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Topics

　今井浜見高港乗り初め祭りが１月６日、舟戸の番屋で

開催され、地域住民や観光客でにぎわいました。来場

者は、つきたてのお餅や温かい金目鯛鍋、サザエのつ

ぼ焼きなどに舌鼓を打ち、お土産に地元の新鮮な農産

物、海産物を買い求めていました。伊勢エビやサザエ

などが当たる抽選会も開かれ、会場は大いに盛り上が

りました。

各市町のブースに移住希望者が相談に訪れる

　静岡まるごと移住フェアが１月12日、東京都千代田

区の東京交通会館で行われました。静岡県での暮らし

に興味を持つ移住希望者の移住実現を後押しするため、

県内31市町と関係団体が来場者に暮らしの魅力や仕事、

住まいなどの情報を提供しました。河津町ブースには

家族連れからお年寄りまで幅広い世代の人が相談に訪

れ、河津での生活に関心を寄せていました。

移住希望者に魅力を伝える
移住相談　静岡まるごと移住フェア

つきたてのお餅を堪能
今井浜見高港　乗り初め祭り

ふじのくに食の都づくり仕事人とゴマをする児童

ゲレンデに集う両校児童 白馬南小の児童に見守られながら滑る ゲレンデを自由に滑れるようになった東小児童

　

河
津
東
小
学
校
５
・
６
年
生
20

人
と
白
馬
南
小
学
校
５
・
６
年
生

35
人
が
１
月
16
日
か
ら
18
日
に
か

け
て
、
姉
妹
都
市
長
野
県
白
馬
村

で
児
童
交
流
を
行
い
ま
し
た
。

　

両
校
の
児
童
交
流
は
、
初
夏
に

河
津
、
冬
に
白
馬
と
互
い
に
行
き

来
し
、
毎
年
行
わ
れ
て
い
る
伝
統

行
事
で
す
。

　

17
日
の
ス
キ
ー
交
流
で
は
、
東

小
の
児
童
が
白
馬
南
小
の
児
童
に

ブ
ー
ツ
の
履
き
方
や
滑
り
方
を
教

わ
り
な
が
ら
、
一
緒
に
ス
キ
ー
を

楽
し
み
ま
し
た
。
初
め
て
ス
キ
ー

を
す
る
児
童
が
ほ
と
ん
ど
で
し
た

が
、
数
時
間
で
み
る
み
る
と
上
達

し
、
ゲ
レ
ン
デ
を
楽
し
そ
う
に
滑

り
、
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

河津東小・白馬南小　姉妹都市スキー交流

冬の白馬で交流を深める
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笹原公園前を行進する消防団員

まちの
出来事

ZOOM IN KAWAZU

　河津桜観光交流館で12月29日、恒例の年末市が開か

れ、正月の食材やお飾りなどを買い求める人でにぎわ

いました。

　売り場には、大根、白菜、レタス、ゆずやポンカン

などの新鮮野菜や果物などのほか正月飾りなどがずら

りと並びました。来場客は買い物かごいっぱいに商品

を買い求め大盛況となりました。

彩り豊かなカーネーションを見て微笑む来園者

商品を買い求める人でにぎわう

　かわづカーネーション見本園が12月16日に開園しま

した。見本園の一般棟では、町で主に出荷されている

22品種、特別棟では、まだ市場に出ていない310品種

が栽培され、彩り豊かなカーネーションが来園者を楽

しませています。見本園は5月12日まで入園でき、2月

上旬から3月にかけて見頃を迎えます。町民の人は100

円で入園できますので、ぜひお立ち寄りください。

彩り豊かな花が咲く
かわづカーネーション見本園　開園

正月準備で大盛況
河津桜観光交流館年末市

　河津町消防団出初式が１月５日、河津中

学校グラウンドで行われました。

　式典には団員231人が参加し、功労者

表彰や機器器具の点検、規律訓練などを

行いました。

　式典終了後は、河津中学校吹奏楽部の

先導で同校から荒倉橋までの約500メー

トルを行進し、河津川沿いで放水訓練を

披露しました。

　団員たちは式を契機に今年１年の無火

災無災害の決意を新たにしました。

無火災の決意新たに
河津町消防団出初式
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新着図書案内 ほかにも新着図書があります。
貸出中の場合は予約できます。

書　名（一般書) 著 者 名 出 版 社

河出書房新社

日刊工業新聞社

自由国民社

KADOKAWA

小学館

トコトンやさしい
ブロックチェーンの本  

あなたの指先、
変形していませんか？

鼠、恋路の闇を照らす  

がんに生きる

書　名（児童書) 著 者 名 出 版 社

学校なぞなぞ　1 
授業編

汐文社

主婦の友社

岩崎書店

KADOKAWA

アリス館

ぼくらの災害
サバイバルBOOK

国崎　信江/監修
主婦の友社/編

ながた　みかこ/文
多屋　光孫/絵

ジュニア
空想科学読本　15

ルイ・ブライユと点字をつ
くった人びと

ねるじかん

柳田　理科雄/著
きっか/絵

高橋　昌巳/監修
こどもくらぶ/編

　映画、アニメ、教養などさまざまなジャンルから選びました。新着

DVDの貸出しは家族１回１本まで、貸出中のものは予約できます。

【新着DVDの一部】▲

帰ってきたヒトラー　

▲

釣りバカ日誌 3▲

元気法話　

▲

アラヤシキの住人たち▲

ハチミツとクローバー　

▲

ピンクとグレー▲

新・恐竜大進撃　

▲

おしりたんてい１

今月のおはなし会

26 27 28

22 2319 20

24 25

2117 18

15 1612 13 1410 11

９５ ６ ７ ８

２１

３ ４

水日 月 火 木 金 土

は休館日です。本の返却は返却ボックスへ。

図書館カレンダー  ２月

河出書房新社編集部/編
古川　日出男ほか/著

赤川　次郎

なかにし　礼 鈴木　のりたけ

上野　仁

笠原　巖

オウムと死刑

　福田家さんの資料室に伺った際、哲学者の梅原猛氏の色紙に、(湯ヶ

野を訪れていたんだ）と感激した。かなり前のことだが、『黄泉の王』

のことが思い起こされた。高松塚古墳に葬られた人物を追い求める過程

は、上質の推理小説のようで衝撃を受けた。それだけでなく、研究に臨

む情熱や姿勢・手法など多くの示唆を受けた。法隆寺の謎を論じた『隠

された十字架』、柿本人麻呂の深淵に迫った『水底の歌』等々。書棚の

奥から探し出しては読み返している。

新着ＤＶＤがそろいました

　通常の図書よりも大きな活字で印刷された

大活字本。小説15冊を新たに加え『大活字本

コーナー』ができました。

 「本は好きだけど、字が小さくて目が疲れ

るから…」という人におすすめです。ぜひご

利用ください。

字が大きくて 読みやすい！

 「日本絵本賞読者賞」は候補絵本24冊から読者投票で選ばれた絵本に

贈られる賞です。文化の家図書館でも「文化の家図書館絵本賞」をこの

中から選びます。一番好きな本に投票してください。(投票場所：文化

の家図書館、期間：2～3月）候補絵本の中から一部をご紹介します。

■きりん　きりん　　　　　　　　　　　　武鹿悦子/詩　高畠純/絵

■大根はエライ　　　　　　　　 　　　　　　　　 久住昌之/文・絵

■おたんじょうびの２つのたまご　　　　ジェニファー・Ｋ・マン/作

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　石井睦美/訳

日本絵本賞読者賞に投票しよう

図書館だより
http://www.town.kawazu.shizuoka.jp/library/

No.190

【開館時間】
　9：00～18：00 土・日は17時まで
【休館日】月曜・祝日・月末日
【問い合わせ】
　町立文化の家図書館 34－1115

Ｈ31.２

乳幼児向けの読み聞かせ

はらぺこあおむしの会

0・1・2歳児向け　10時10分～10時30分

 2・3歳児向け　10時40分～11時　 

２月７・14・21日 (木曜日)

　幼児向け　10時～10時30分

２月９日 (第２土曜日)

語りかけから、始めよう。

今月のブックスタート
と　き：２月28日 (木) 13時～

ところ：保健福祉センターふれあいホール

対象者：平成30年９・10月生まれの赤ちゃん

※おはなし会は読み聞かせ室で行います。
　変更がある場合は、図書館に掲示します。

小学生向けの読み聞かせ

時間 (とき) のはこぶね
15時50分～16時20分

２月６・13・20・27日 (毎週水曜日）

たけし

たか

かきのもとのひとまろ

まつ づか
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Ｑ．伊豆の特産物にはどんなも

のがあるの？

Ａ．山の幸ではワサビやシイタ

ケ。海の幸ではキンメダイやタ

カアシガニが有名です。天城山

の麓にはワサビの栽培に適した

温度と、量の湧水があちこちで

出ます。シイタケは雨が多いと

いう気象条件に加え、江戸時代

にこの地で栽培技術が確立され

たという歴史的背景もあります。

　キンメダイやタカアシガニは

深海魚です。伊豆半島を取り囲

む駿河湾と相模湾は日本で１位、

２位の水深があり、漁港から出た

すぐ先で深海魚が獲れます。深

い海に面しているのは伊豆半島

をのせたプレートが本州の下に

潜り込んでいるせいです。伊豆

半島の特異な地形があってこそ

これらの特産品が生まれました。

Ｑ．ほかにも伊豆ならではのも

のはあるの？

Ａ．温泉もジオの恵みです。火

山は一度噴火すれば災害をもた

らしますが、マグマの熱が地下

の水を温めるため、あちこちで

温泉が出ます。

　私たちの生活は大地に深い関

係があります。

伊豆半島ジオパーク

の情報は、公式ウェ

ブサイトのほか、

Facebookやtwitter、

インスタグラムでも

発信されています。 ジオパーク公式ＨＰ

▲マグマに温められた温泉の

　黒根岩風呂（東伊豆町）

となりのまちのジオ

問 伊豆半島ジオパーク推進協議会

　　　 ☎０５５８－７２－０５２０

おいしいって
言われるとうれしい

石原　安愉奈さん
いしはら　あゆな

地区　田中

20歳　血液型Ａ型　みずがめ座

河津桜観光交流館　桜キッチン

　
今
回
紹
介
す
る
フ
レ
ッ
シ
ュ

さ
ん
は
、
河
津
桜
観
光
交
流
館

２
階
の
食
堂
『
桜
キ
ッ
チ
ン
』

で
働
く
20
歳
の
石
原
安
愉
奈
さ

ん
で
す
。

　
安
愉
奈
さ
ん
は
、
元
々
料
理

が
好
き
で
、
学
生
の
頃
に
所
属

し
て
い
た
県
立
稲
取
高
校
被
服

食
物
部
で
の
お
菓
子
作
り
や
料

理
を
通
し
て
、
さ
ら
に
食
に
興

味
を
持
っ
た
そ
う
で
す
。

　
仕
事
に
つ
い
て
尋
ね
る
と
「
毎

日
忙
し
い
け
ど
、
お
客
さ
ん
に

お
い
し
い
っ
て
言
わ
れ
る
と
す

ご
く
う
れ
し
い
で
す
。
毎
日
来

て
く
れ
る
お
客
さ
ん
も
い
る
ん

で
す
」
と
笑
顔
で
答
え
て
く
れ

ま
し
た
。

　
休
日
は
、
Ｋ
ー
Ｐ
Ｏ
Ｐ
ア
ー

テ
ィ
ス
ト
の
ラ
イ
ブ
に
行
く
こ

と
が
楽
し
み
の
ひ
と
つ
で
、
テ

レ
ビ
で
放
送
さ
れ
た
韓
国
ド
ラ

マ
を
見
て
か
ら
親
子
で
す
っ
か

り
Ｋ
ー
Ｐ
Ｏ
Ｐ
に
は
ま
っ
て
し

ま
っ
た
そ
う
で
す
。

　
今
後
の
目
標
は
「
お
客
さ
ん

が
一
度
来
た
ら
何
度
も
足
を
運

び
続
け
た
く
な
る
食
堂
に
す
る

こ
と
で
、
そ
の
た
め
に
も
笑
顔

で
接
客
し
気
持
ち
よ
く
食
事
が

で
き
る
よ
う
心
が
け
ま
す
」
と

話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　
笑
顔
が
す
て
き
で
前
向
き
な

安
愉
奈
さ
ん
の
今
後
の
活
躍
に

期
待
し
た
い
で
す
。

フ シュレッ
344
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▲あいさつを述べる岸重宏町長

町政Pick Up

12月 →→→ １月

□行政

□財政

□防災

□消防

□企画

□福祉

□子育て

□介護

□保険

□健康

□議会

□窓口

□税務

□建設

□水道

□産業

□教育

開　催　日　12月25日 (火)

参　加　者　２人

テ　ー　マ 「消防団について」

　　　　　 「伊豆縦貫自動車道ルートについて」

次回開催日　２月25日 (月)

　　　　　　13時30分～15時30分

予約受付期間　２月18日 (月) ～ 22日 (金)

対   　　象　河津町民。１人20分程度。

　　　　　　団体での予約はできません。

　　　　　　職員が立ち会います。

　　　問　予約電話  企画調整課  ☎34ー1924

　

河
津
町
産
業
経
済
活
性
化
連
絡

協
議
会
に
よ
る
新
年
賀
詞
交
歓
会

が
１
月
11
日
、
伊
豆
今
井
浜
東
急

ホ
テ
ル
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
協
議

会
を
構
成
す
る
６
団
体
と
関
係
機

関
か
ら
約
60
人
が
出
席
し
▼
会
長

岸
重
宏
町
長
の
あ
い
さ
つ
▼
町
商

工
会
や
観
光
協
会
、
伊
豆
太
陽
農

業
協
同
組
合
な
ど
の
代
表
に
よ
る

年
頭
あ
い
さ
つ
▼
来
賓
祝
辞
な
ど

が
述
べ
ら
れ
、
地
域
活
性
に
取
り

町
産
業
団
体
が
一
同
に
集
い
新
年
賀
詞
交
歓
会

１
月
11
日
＠
伊
豆
今
井
浜
東
急
ホ
テ
ル

未
来
の
小
学
校
の
あ
り
方
を
答
申

12
月
19
日
＠
文
化
の
家
生
涯
学
習
室

組
む
決
意
を
新
た
に
し
ま
し
た
。

　

岸
重
宏
町
長
は
「
今
年
は
具
体

的
に
新
た
な
一
歩
を
き
る
年
だ
と

考
え
て
い
ま
す
。
昨
年
発
表
さ
れ

た
漢
字
一
文
字
は
『
災
』
で
し
た

が
、
私
が
考
え
る
今
年
の
一
文
字

は
『
挑
』
に
し
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。
今
後
も
皆
さ
ん
と
オ
ー
ル

河
津
の
総
合
力
で
行
政
運
営
を
進

め
て
い
き
た
い
」
と
新
年
の
決
意

を
述
べ
ま
し
た
。

　

河
津
町
学
校
教
育
環
境
整
備
委

員
会
（
長
田
育
郎
委
員
長
）
は
12

月
19
日
、
未
来
の
小
学
校
の
あ
り

方
に
関
す
る
答
申
書
を
鈴
木
基
教

育
長
に
提
出
し
ま
し
た
。
委
員
会

で
は
、
12
年
前
の
小
学
校
統
合
検

討
に
関
す
る
経
緯
や
内
容
を
踏
ま

え
、
現
在
の
保
護
者
や
町
民
の
要

望
な
ど
も
聞
き
な
が
ら
、
議
論
を

重
ね
ま
し
た
。

　

未
来
の
小
学
校
に
つ
い
て
「
早

急
に
学
校
を
新
し
く
建
設
し
３
校

を
１
校
に
統
合
さ
れ
た
い
」
と
答

申
し
ま
し
た
。
付
記
事
項
と
し
て

▼
自
然
災
害
か
ら
の
安
全
確
保
▼

安
全
な
通
学
方
法
▼
子
育
て
環
境

の
整
備
と
充
実
な
ど
が
求
め
ら
れ

ま
し
た
。

　

答
申
の
内
容
は
、町
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
公
表
し
て
い
ま
す
。

人
権
相
談
委
員
に
就
任

１
月
10
日
＠
静
岡
地
方
法
務
局
下
田
支
局

　

人
権
擁
護
委
員
の
委
嘱
状
伝
達

式
が
１
月
10
日
、
静
岡
地
方
法
務

局
下
田
支
局
で
行
わ
れ
、
平
成
31

年
１
月
１
日
付
け
で
後
藤
一
代
さ

ん
（
田
中
）
が
就
任
し
ま
し
た
。

法
務
大
臣
か
ら
の
委
嘱
状
が
舟
山

一
次
支
局
長
か
ら
伝
達
さ
れ
、
舟

山
支
局
長
は
「
町
職
員
と
し
て
の

経
験
な
ど
を
活
か
し
て
協
力
し
て

い
た
だ
き
た
い
」
と
述
べ
ま
し
た
。

今
後
は
人
権
へ
の
関
心
を
広
め
る

啓
発
活
動
や
、
町
の
人
権
相
談
で

町
民
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
相
談
を
受

け
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

ふれあい町長室
▲長田委員長が答申書を提出

▲後藤一代さん

わ
ざ
わ
い

い
ど
む
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▲母子健康手帳内にあるチャイルド・マウス

保健のお知らせ
こ
ん
に
ち
は

保
健
師
で
す
。

■健康相談および母子健康手帳交付

日　時　２月18日 (月) 、３月４日 (月) 

　　　　13時30分～15時30分

場　所　保健福祉センター

持ち物　・妊娠届出書(病院で配布され

　　　　　た場合はご持参ください。)

　　　　・個人番号カードまたは通知

　　　　　カード

　　　　・身元の確認ができるもの

　　　　　(写真付きでない場合は２種

　　　　　類ご持参ください）

　　　　・印鑑

■育児相談

　子育てには悩みがつきもの…、一人

で悩まないで相談してください。

日　時　３月５日 (火)

　　　　10時～11時30分

場　所　保健福祉センター

　　　　ふれあいホール

対象者　子育て中の保護者

内　容　身体測定、離乳食や子どもの

　　　　食事に関する相談、育児相談

持ち物　母子健康手帳

■のびのび発達検査（要予約）

日　時　３月18日 (月)

場　所　保健福祉センター　相談室２

　２カ月に１回、児童相談所心理司に

よる精神発達精密検査と個別相談を行っ

ています。利用したい人は健康福祉課

まで連絡してください。

●今月のテーマ

子どもを
事故から守ろう

健康福祉課　☎34－1937

　１月7日～13日の感染症発生動向

調査で、県内の定点あたりのインフ

ルエンザ報告数が52.22人に増加し、

「警報レベル」となりました。感染

拡大を防ぐためには、一人ひとりが

インフルエンザに「うつらない」・

「うつさない」対策をとることが必

要です。

問　健康福祉課　　34－1937

インフルエンザ　
流行拡大に注意！

0120－560－655 ( 年中無休）

河津町24時間電話健康相談ダイヤル

育児・医療・健康・介護について

専門スタッフが相談に応じます

　

子
ど
も
の
成
長
は
家
族
に
と
っ

て
、
と
て
も
喜
ば
し
い
こ
と
で

す
。
し
か
し
、
そ
の
成
長
に
伴
っ

て
事
故
な
ど
の
危
険
も
増
え
ま

す
。
皆
さ
ん
の
中
に
も
ヒ
ヤ
リ

と
し
た
経
験
を
し
た
人
が
い
る

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

子
ど
も
の
行
動
は
、
時
に
事

故
に
結
び
つ
き
ま
す
。
事
故
に

結
び
つ
き
や
す
い
特
徴
を
い
く

つ
か
紹
介
し
ま
す
。

○
頭
が
大
き
い
た
め
重
心
が
高

　

く
、
転
び
や
す
い

○
手
に
触
れ
た
も
の
を
何
で
も

　

口
に
持
っ
て
い
く

○
好
奇
心
が
旺
盛
で
、
怖
い
も

　

の
知
ら
ず

○
大
人
が
想
像
で
き
な
い
遊
び

　

方
や
道
具
の
使
い
方
を
す
る

○
前
後
左
右
の
判
断
が
で
き
ず
、

　

突
然
飛
び
出
す

な
ど
、
思
い
当
た
る
点
も
あ
る

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

事
故
を
防
ぐ
た
め
に

　

消
費
者
庁
の
「
子
ど
も
を
事

故
か
ら
守
る
！
事
故
防
止
ポ
ー

タ
ル
」
に
は
、
過
去
の
事
故
情

報
や
注
意
喚
起
な
ど
が
掲
載
さ

れ
て
い
ま
す
。
ツ
イ
ッ
タ
ー
や

メ
ー
ル
で
も
情
報
を
受
け
取
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

母
子
健
康
手
帳
に
は
連
絡
先

を
記
入
す
る
ペ
ー
ジ
や
子
ど
も

の
お
も
ち
ゃ
が
誤
飲
に
繋
が
ら

な
い
か
分
か
る
チ
ャ
イ
ル
ド
・

マ
ウ
ス
が
あ
り
ま
す
。
ぜ
ひ
活

用
し
て
く
だ
さ
い
。
さ
ら
に
家

庭
の
中
に
危
険
な
場
所
が
な
い

か
、
子
ど
も
の
目
線
に
な
っ
て

確
認
し
ま
し
ょ
う
。大
人
が
日
々

使
っ
て
い
る
も
の
ほ
ど
、
子
ど

も
は
興
味
を
持
ち
ま
す
。ベ
ビ
ー

ゲ
ー
ト
や
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
用
品

な
ど
を
使
い
、
子
ど
も
を
事
故

か
ら
守
り
ま
し
ょ
う
。

健
康
福
祉
課
　
中
川
　
舞
香
　
保
健
師

「うつさない」・「うつらない」ために

・しっかりと手洗い、うがいをしましょう

・咳が出るときはきちんとマスクをしましょう

・室内の換気を行い、適度な湿度を保ちましょう

・なるべく人混みを避けましょう

・十分な栄養と睡眠をとり、健康管理に努めましょう

・インフルエンザの定点あたりの報告数とは、県内の小児科、内科合わせて139の定点医療機関の１医療機関あ
　たりの1週間の患者数です。
・流行開始の目安とされている報告数は１、注意報レベルは10、警報レベルは30です。
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平成29年12月 平成30年12月

337トン 304トン

スポーツ推進員を募集 民間広報協力員を募集

富士山の日法律相談会

国道138号チェーン規制区間設定
ジオパークロゲイニング大会

固定資産税４期、国民健康保険税10期

２月28日 (木) が納期です。

問　町民生活課　34ー1928

◆ 今月の納税 ◆
介護保険料６期、後期高齢者医療保険料７期

２月28日 (木) が納期です。

問　健康福祉課　34ー1937

ごみの減量にご協力を

カード受取型オレオレ詐欺

　町では、町民の皆さんに親しまれる

広報の紙面づくりを行うため、取材や

特集、企画などに協力していただく、

民間広報協力員を募集しています。

任　期　2019年４月～2021年３月

　　　　(２年間）

内　容　取材や原稿の作成など

受　付　３月８日 (金) まで

　詳しい活動内容などは企画調整課へ

お問い合わせください。

問企画調整課広報秘書係  ☎34－1924

　国土交通省では「大雪特別警報」な

ど異例の大雪時に、降雪・交通状況に

より「チェーン規制」を行います。

　チェーン規制を行った場合、チェー

ンを装着していない車は、チェーン規

制区間の通行ができません。ご理解と

ご協力をお願いします。

【チェーン規制区間】

国道138号 (静岡・山梨県境)

旭日丘交差点 (山梨県山中湖村平野)

～道の駅すばしり交差点 (静岡県小山町

須走)

問国土交通省沼津河川国道事務所

　　　　　　　　  ☎055－934－2017

　県弁護士会では「富士山の日記念・

無料法律相談会」を実施します。

と　き　２月25日 (月) ～３月１日 (金)

　　　　10時～12時、13時～17時

ところ　静岡県東部法律会館

　　　　沼津市御幸町24－6

内　容　法律相談一般

対　象　どなたでも

参加費　無料

申　込　予約する場合は、県弁護士会

沼津支部までご連絡ください。空き状

況により、当日の受付が可能な場合も

あります。

問静岡県弁護士会沼津支部

　　　　　　　　  ☎055－931－1848

　町教育委員会では、町民のスポーツ

振興のため、町の体育事業の協力や各

種スポーツ教室、イベントの計画・運

営などを行うスポーツ推進員を募集し

ています。

任　期　2019年4月1日～2020年3月31日

内　容　町体育事業への協力、各種ス

　　　　ポーツ教室の計画・運営

受　付　３月８日 (金) まで

問教育委員会社会教育係  ☎34－1117

　伊豆半島ジオパーク推進協議会では、

４回目になる「伊豆半島ジオパークロ

ゲイニング大会2019」を開催します。

　ロゲイニングとは地図とコンパスを

使って、山野にたくさん設置された

チェックポイントをできるだけ多く制

限時間内に回り、得られた得点を競う

野外スポーツです。

と　き　３月17日 (日)

ところ　南伊豆町南伊豆東小学校

　　　　(受付・スタート・ゴール)

競　技　南伊豆町全域

種　目　６時間コース：男子チーム、

　　　　女子チーム、混合チーム

　　　　４時間コース：一般チーム、

　　　　ファミリーチーム、ソロ

定　員　全コース合計300人

締　切　３月５日 (火)

サイト　https://www.izugeopark-

　　　　rogaining.com/

問伊豆半島ジオパーク

　ロゲイニング大会事務局

  　　　　　　　   ☎03－6903ー2577

　平成30～31年度にエコクリーンセン

ター東河の大規模改修工事を実施して

います。この間、通常２炉での焼却を１

炉ずつの交代運転とし、他市町に焼却

を依頼しますので、ごみの減量に一層

のご協力をお願いします。

　前年同月と比較して、約33トン減量

しています。

引き続き、ごみの減量にご協力をお願

いいたします。

問町民生活課窓口係　  　☎34－1932

　キャッシュカード受取型の詐欺が多

発しています。キャッシュカードは見

ず知らずの人には絶対に渡さず、暗証

番号も教えないようにしましょう。

【息子や孫を名乗り】

・投資で失敗して今すぐお金が必要

・代わりの者にお金を渡して

・キャッシュカードを取りに行く

【住宅会社を名乗り】

・住宅購入者リストにあなたの名前が

　載っている

・このままだと多額の費用がかかる

・解除手続きにはキャッシュカードが

　必要

などの電話は詐欺です。留守番電話設

定で被害を防止しましょう。

問下田警察署管内防犯協会

  　　　　　　　　　　　☎27－2766

古着等は回収ボックス (役場内) をご利用く
ださい。
※燃えるごみの指定袋に入れてください。

【ごみの量実績】
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　地域の皆さんが、いつまでも健康で

安心して暮らせるよう、第１回伊豆今

井浜病院健康セミナー「身近にある病

気～脳卒中～」を開催します。

　セミナーでは脳卒中に関しての症状・

検査・治療・リハビリ・予防などをわ

かりやすく紹介します。

講　師　伊豆今井浜病院長　小田和弘

対象者　どなたでも参加できます

と　き　３月23日 (土)

　　　　13時～14時30分

　　　　（受付12時30分～）

ところ　伊豆今井浜病院

　　　　新館　会議室

定　員　30～50人

参加費　無料

申　込　事前に電話予約

申込先　伊豆今井浜病院　総務課

　　　　平日９時～17時30分

　　　　　　　　　　　　☎34－1123

問伊豆今井浜病院　　　　☎34－1123

　県労働者社会福祉協議会などの主催

で「第69回静岡県勤労者総合美術展」

を開催します。県内で働く人ならどな

たでも出品できます。（出品部門で指

導的立場の人を除く）

募集作品　絵画・書・写真・手工芸・

　　　　　コンピューターグラフィッ

　　　　　クなど

応募期間　２月25日 (月) ～３月15日 (金)

作品受付　３月29日 (金) までに、労働金

　　　　　庫本・支店、全労済静岡推

　　　　　進本部・各共済ショップ、

　　　　　県労働者福祉協議会へ

展示会場　グランシップ　展示ギャラ

　　　　　リー (ＪＲ東静岡駅東側)

展示期間　４月10日 (水) ～４月14日 (日)

※応募作品はすべて展示します。出品

者は全員参加賞があります。

問 (一社) 静岡県労働者福祉協議会

　　　　　　　 　 ☎054ー221－6241

（12月１日～31日届出）

戸籍だより

相　談

暮らしの情報

ひとの動き

人口と世帯
（１月１日現在）

人　口

（男）

（女）

世帯数

7,287 人　　前月比（ー14)

3,542 人

3,745 人

3,332 世帯　前月比（ー４）

※このコーナーに掲載を望まない場合は

　お申し出ください。

人権・行政相談

日本年金機構出張相談

勤労者美術展作品募集

介護の相談窓口

身近なこと生活相談へ 今井浜病院健康セミナー

お知らせ

日時・場所

２月20日 (水) 　10時～15時　

保健福祉センター　ボランティア団体室

３月６日 (水) 　10時～15時　

役場　第１会議室

問社会福祉協議会　　 　 ☎34－1286

日時・場所

３月６日 (水)　10時～15時

役場　第１会議室

問町民生活課窓口係　　  ☎34－1932

　三島年金事務所の職員が年金制度に

ついての質問や、年金の請求、各種書

類の提出などを受け付けます。ぜひご

利用ください。

日時・場所

２月22日 (金)　東伊豆町役場 (要予約）

３月８日 (金)　下田市役所 (要予約）　

９時30分～11時30分、13時～14時

電話予約をしてください。

問東伊豆町役場健康づくり課  

　　　　　　　　  ☎0557－95－6304

　下田市役所市民保健課  ☎22－3922

　

　

　

　介護でお困りの人、お気軽にご相談

ください。

日時・場所

毎月　第１・３土曜日　10時～15時

サンシニア河津　相談室

問サンシニア河津　　　  ☎32－3203
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毎
年
12
月
、
県
内
全
市
町
が
参

加
し
て
行
わ
れ
る
し
ず
お
か
市
町

対
抗
駅
伝
。
今
年
度
も
第
19
回
大

会
が
12
月
１
日
（
土
）
に
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
河
津
町
選
手
団
は
入

賞
を
目
標
に
掲
げ
、
７
月
上
旬
か

ら
練
習
を
始
め
、
見
事
６
位
入
賞
、

ふ
る
さ
と
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

来
年
度
は
20
回
記
念
大
会
。
５

月
中
旬
か
ら
選
手
募
集
開
始
し
ま
す
。

表彰された河津町選手団
（第19回大会閉会式）

写真上）最優秀賞を受賞し、文学碑前

で感想文を読む高岡さん　写真下）受

賞者と並ぶ伊豆の踊り子と学生

優勝へのたすきをつなぐオール河津  鈴木丈太選手と肥喜里光選手第１中継所 (上河津診療所前)

町
の
代
表
と
し
て

静
岡
を
走
り
ぬ
こ
う

    

 「伊豆の踊子」読書感想文コ

ンクール（教育委員会主催）

の表彰式が平成30年11月25日、

伊豆の踊子文学祭（湯ヶ野観

光協議会主催）で行われまし

た。

　当コンクールは昨年に引き

続き、２回目の開催で、今年は

最優秀賞１人、優秀賞２人が

表彰されました。

　当日は小説の一節が刻まれ

た伊豆の踊子文学碑の前で、

受賞者による感想文の朗読が

行われ、参列者は名作に対す

る思いに耳を傾けていました。

【最優秀賞】　　

　高岡　明子さん (下田市）

【優秀賞】　　

　鈴木　フジ江さん (河津町）

　松下　省三郎さん (河津町）

　

第
47
回
下
田
河
津
間
駅
伝
競
走

大
会
が
１
月
27
日
、
河
津
町
か
ら

下
田
市
ま
で
の
区
間
で
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

賀
茂
地
区
内
か
ら
78
チ
ー
ム
約

７
０
０
人
が
出
場
し
た
大
会
は
、

午
前
10
時
に
河
津
南
小
学
校
を
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
選
手
た
ち
は
、

仲
間
へ
の
思
い
と
誇
り
を
た
す
き

に
込
め
、
第
１
中
継
所
・
上
河
津

診
療
所
、
第
２
中
継
所
・
峰
山
を

越
え
る
コ
ー
ス
を
、
沿
道
か
ら
の

家
族
や
チ
ー
ム
の
声
援
を
受
け
な

が
ら
、
下
田
市
東
本
郷
Ｓ
Ｂ
Ｓ
フ

レ
イ
ト
サ
ー
ビ
ス
前
ま
で
の
６
区

間
23
・
７
８
５
キ
ロ
の
コ
ー
ス
を

走
り
、
伝
統
の
た
す
き
を
つ
な
ぎ

ま
し
た
。

　

結
果
は
、
次
の
と
お
り
。

　　　　　　
■
大
会
結
果
（
参
加
チ
ー
ム
数
）

（
河
津
町
関
係
者
チ
ー
ム
の
み
）

▼
中
学
生
男
子
の
部
（
11
）

　
河
津
中
学
校
男
子
　
　
　
１
位

　
区
間
賞
３
区
　
大
橋
　
歩

▼
中
学
校
女
子
の
部
（
11
）

　
河
津
中
学
校
女
子
　
　
　
２
位

　
区
間
賞
１
区
　
酒
井
涼
帆

▼
一
般
男
子
の
部
（
48
）

　
オ
ー
ル
河
津
　
　
　
　
　
１
位

　
区
間
賞
３
区
　
山
下
永
吉

　
　
　
　
４
区
　
片
山
径
介

　
　
　
　
６
区
　
鳥
澤
祐
一

　
河
津
走
ろ
う
会
　
　
　
　
６
位

　
Ｇ
Ｔ
河
津
　
　
　
　
　
　
29
位

　
河
津
町
役
場
　
　
　
　
　
33
位

▼
高
校
男
子
の
部
（
３
）

　
下
田
高
校
　
　
　
　
　
　
１
位

　
区
間
賞
１
区
　
加
畑
　
凱

▼
一
般
（
高
校) 

女
子
の
部
（
５
）

　
下
田
高
校
　
　
　
　
　
　
１
位

　
区
間
賞
５
区
　
鈴
木
　
曜
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①家族、友達、仲間と一緒にスタート

②子どもも大人もみんなでトリムコースを走る

③完走して笑顔でゴール

④走り終えた人には温かいおしるこが振る舞われた

④ ③

①②

④ ③

①②

　
　
　

43
回
元
旦
マ
ラ
ソ
ン
大
会

　
　
　

（
町
教
育
委
員
会
主
催
）

が
１
月
１
日
、
河
津
中
学
校
グ
ラ

ウ
ン
ド
を
発
着
点
と
す
る
周
回
コ
ー

ス
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
当
日
は
心

地
よ
い
晴
天
の
も
と
、
約
３
２
０

人
が
参
加
し
、
新
年
の
走
り
初
め

を
行
い
ま
し
た
。

　

幼
児
か
ら
大
人
ま
で
の
幅
広
い

世
代
の
参
加
者
が
、
河
津
中
グ
ラ

ウ
ン
ド
か
ら
河
津
川
沿
い
を
海
へ

向
か
い
ス
タ
ー
ト
し
、
町
立
文
化

の
家
前
を
通
る
２
キ
ロ
コ
ー
ス
、

役
場
前
を
通
る
３
キ
ロ
コ
ー
ス
、

沢
田
ま
で
の
往
復
を
走
る
５
キ
ロ

コ
ー
ス
と
、
そ
れ
ぞ
れ
の
体
力
に

合
っ
た
コ
ー
ス
に
分
か
れ
、
走
り

初
め
を
行
い
ま
し
た
。

　

毎
年
参
加
し
て
い
る
と
の
声
も

多
く
、
親
子
連
れ
や
家
族
、
友
達

と
参
加
し
て
い
る
姿
も
見
ら
れ
ま

し
た
。
ま
た
、
所
属
し
て
い
る
ク

ラ
ブ
チ
ー
ム
で
の
参
加
も
見
ら
れ
、

元
気
の
よ
い
新
年
の
あ
い
さ
つ
が

聞
こ
え
て
き
ま
し
た
。
参
加
者
に

は
完
走
証
と
記
念
の
干
支
タ
オ
ル

が
配
ら
れ
、
温
か
い
お
し
る
こ
も

振
る
舞
わ
れ
ま
し
た
。

　

新
た
な
１
年
を
健
康
で
明
る
く

過
ご
せ
る
よ
う
願
い
を
込
め
、
元

旦
マ
ラ
ソ
ン
を
完
走
し
新
年
を
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
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320人が新年の走り初め！
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色
鮮
や
か
な
晴
れ
着
姿
で
歩
く

新
成
人
。
み
ん
な
溢
れ
る
ば
か
り

の
笑
顔
で
か
っ
こ
よ
く
、
き
れ
い

で
し
た
。
友
達
と
の
久
々
の
再
会

を
喜
ん
だ
り
、
お
世
話
に
な
っ
た

人
に
感
謝
の
言
葉
を
述
べ
た
り
、

会
場
は
た
く
さ
ん
の
人
の
笑
顔
に

包
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

　

一
生
に
一
度
の
成
人
式
。
今
年

は
平
成
最
後
の
成
人
式
。
新
成
人

の
皆
さ
ん
の
心
に
は
深
く
刻
ま
れ

た
と
思
い
ま
す
。
私
も
自
分
の
成

人
式
を
思
い
出
し
、
懐
か
し
く
な

り
ま
し
た
。
今
で
も
成
人
式
の
楽

し
か
っ
た
思
い
出
が
脳
裏
に
浮
か

び
ま
す
。　
　
　
　
　
　

  

（
ｓ
）
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で
す
」と
笑
い
な
が
ら
も
大
変
さ
を
語
っ

て
く
れ
ま
し
た
。
横
浜
市
に
住
ん
で
い

た
頃
に
は
フ
ル
マ
ラ
ソ
ン
に
何
度
も
挑

戦
し
、
職
場
ま
で
の
往
復
25
キ
ロ
の
道

の
り
を
自
転
車
通
勤
す
る
な
ど
、
体
力

に
自
信
の
あ
る
渡
辺
さ
ん
だ
か
ら
こ
そ
、

毎
日
一
人
で
広
い
畑
の
整
備
を
続
け
ら

れ
る
の
だ
と
感
じ
ま
し
た
。
大
変
な
農

作
業
で
す
が
、
「
枯
れ
た
と
思
っ
て
い

た
木
が
、
や
ぶ
を
は
ら
っ
て
み
た
ら
生

き
て
い
た
と
き
は
う
れ
し
か
っ
た
で
す
」

と
笑
顔
で
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

今
後
は
畑
の
整
備
を
続
け
、
き
れ
い

に
し
て
新
し
い
苗
木
を
植
え
る
こ
と
が

目
標
だ
そ
う
で
す
。
や
わ
ら
か
い
笑
顔

で
優
し
い
渡
辺
さ
ん
の
作
る
ミ
カ
ン
が

今
か
ら
楽
し
み
で
す
。

毎
日
が
体
力
勝
負
だ
が
楽
し
い

　

半
年
ほ
ど
前
に
河
津
に
移
住
し
、
ミ

カ
ン
畑
で
農
業
に
従
事
し
て
い
る
渡
辺

卓
也
さ
ん
。
本
格
的
に
農
業
に
挑
戦
し

た
い
と
思
い
、
定
年
退
職
後
、
妻
・
喜

久
代
さ
ん
の
実
家
の
あ
る
河
津
に
住
む

こ
と
を
決
め
ま
し
た
。
今
は
縄
地
に
あ

る
義
父
の
畑
で
毎
日
農
作
業
を
行
い
汗

を
流
し
て
い
ま
す
。

　

15
年
ほ
ど
前
か
ら
仕
事
の
合
間
に
休

暇
を
利
用
し
て
河
津
に
来
て
は
、
義
父

の
ミ
カ
ン
畑
で
作
業
を
手
伝
い
、
農
業

の
基
本
と
楽
し
さ
を
覚
え
た
そ
う
で
す
。

　

毎
日
の
農
作
業
は
「
義
父
が
農
業
を

引
退
し
５
年
ほ
ど
手
入
れ
が
で
き
な
か
っ

た
た
め
、
笹
や
雑
木
が
生
え
て
森
の
よ

う
だ
っ
た
畑
の
整
備
を
行
っ
て
い
ま
す
。

毎
日
が
土
木
作
業
の
よ
う
な
体
力
勝
負

姉妹都市 長野県白馬村通信

白馬村学校給食センター完成

河津に移住し農業に従事

渡辺 卓也さん

長年横浜市で働き、定年退職後に河津

町に住み始める。多趣味で、今年はア

ユ釣りを始めようと思っている。自分

が育てた野菜や季節の食材を使って料

理も楽しんでいる。

笹原　62歳

わたなべ　たくや

畑を整備する渡辺さん

イシステムによる衛生管理と最大850食程度の調理能力が特徴です。

　また、式典では施行関係者や地権者への感謝状が贈られ、給食配送車の

コンテナラッピングに選ばれた児童２人 (光保凛さん、鈴木杏さん) の表彰

が行われました。式典後には、内覧会が行われ、大勢の皆さんに新しい給

食センターをご覧いただきました。

　12月15日 (土) に、白馬村

学校給食センター完成披露

式典および内覧会が行われ

ました。

　この学校給食センターは、

老朽化した白馬村学校給食

共同調理場と白馬南小学校

給食調理場を統合し、ドラ白馬村学校給食センター完成披露式典
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